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都市排水の環境影響に関する研究（その６）

－多摩川中流部の底生動物に及ぼす下水処理水の影響－

竹内 健＊ 和波 一夫

（＊現・東京都環境局自然環境部）

１ はじめに

下水道の普及に伴い、都市部を流れる河川の水質は

大きく改善された。一方、河川水量に占める下水処理

水（以下、処理水）の割合が年々増加し、その割合が

90％を超える河川も見られるようになった。このよう

な河川では放流先水域の水量や水質が処理水によって

大きく変動することとなり、その水域の生態系へ与え

る影響は大きいと考えられる１,２）。処理水が増加した

現在、放流先水域に生息する水生生物と処理水との関

係を評価することは重要な課題になってきている。こ

れまでに神田川及び多摩川支川の浅川について調査を

行い、結果を報告した３,４）。今回は、東京都内の河川

流域では最も多くの下水処理場が所在する多摩川を対

象として、処理水が流入する地点前後における底生動

物の生息実態について調査を行った。その結果につい

て、報告する。

２ 調査方法

（１）調査地点及び調査日、回数

調査地点を図１に示す。また、各地点における調査

日を表１に示す。多摩川上流水再生センター（以下、

多摩川上流処理場）及び八王子水再生センター（以下、

八王子処理場）の付近に位置する 5地点（St.c～St.f）、

北多摩１号水再生センター（以下、北多摩 1号処理場）

付近に位置する 2地点（St.j～St.k）、さらに下流に位

置する 1地点（St.l）の合計 8地点を調査地点とした。

季節変動を把握するため、2007年 3月（春季）、8月（夏

季）、10月（秋季）、12月（冬季）に各 1回ずつ、合計

4回の調査を行った。

（２）環境測定及び水質分析

図 1 に示した 8 地点において、工場排水試験方法

JIS-K0102 に従って気温、水温、透視度、残留塩素、

水素イオン濃度（ｐＨ）、電気伝導度（ＥＣ）、溶存酸

図１ 調査地点
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素量（ＤＯ）、生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）、化学

的酸素要求量（ＣＯＤ）、浮遊物質量（ＳＳ）、窒素、

りん、全亜鉛等の測定を行った。また、St.c及び St.d

～St.d’、St.eの 3地点においては、水質調査方法（昭

和 46 年 9 月 30 日環水管第 30 号）５）に従って河川流

量の測定を行った。

（３）底生動物調査

図 1に示した 8地点において、東京都環境局が実施

した水生生物調査６）の方法に準拠し、定量と定性の 2

つの方法で採集を行った。採集した生物は 10％ホルマ

リンで固定した後に、種の同定及び必要な計測等を行

った。

３ 結果

（１）環境測定及び水質分析

各地点における環境測定及び水質分析の結果を表

２に示す。なお、St.j及び St.k の 2地点については

3月 1回のみの調査としたため、本報告では両地点に

おける環境測定及び水質分析の結果については省略し

た。

処理水が流入する地点前後（St.c と St.d）の河川

水質を比較した結果、水温は常に St.dの方が高く、3

月及び 12月では約 12℃の水温差が生じた。また、Ｅ

Ｃ及びＢＯＤ、ＣＯＤ、窒素、りん、全亜鉛について

も St.dの方が高い値であった。一方、ｐＨ及びＤＯに

ついては St.dの方が低い値であった。また、St.dと

流芯を挟んで対岸に位置する St.d’の河川水質は、

St.cと同じ傾向が見られた。このことから、処理水は

右岸側の St.d’には流達することなく、左岸側に沿っ

て流下していると推測された。

（２）底生動物の採集結果

各地点における底生動物の採集結果を表２及び表

３－１から表３－４に示す。なお、St.j 及び St.k の

2 地点については 3 月 1 回のみの調査としたため、本

報告では両地点における採集結果について一部を省略

表１ 地点名と調査日

No. 地点名

St.c 多摩大橋上流

St.d 多摩大橋下流・左岸

St.d' 多摩大橋下流・右岸

St.e 八王子処理水合流前 -

St.f 多摩川緑地 3月13日

St.l 多摩川原橋

St.j 稲城大橋上流 - - -

St.k 稲城大橋下流 - - -

調査日

3月13日

8月7日～
8月8日

10月16日～
10月17日

12月11日～
12月12日

3月14日

表２ 環境測定及び水質分析結果

St.c St.d St.d' St.e St.f St.l

天候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

気温 (℃) 10.0 14.2 14.2 - 15.0 9.7
水温 (℃) 7.5 20.2 10.4 - 15.8 14.4
透視度 (cm) >50 >50 >50 - >50 >50
残留塩素 (mg/L) - - - - - -
pH 8.1 7.1 7.8 - 7.9 7.2
EC (ms/m) 13.3 45.7 13.8 - 48.4 45.4
DO (mg/L) 12.7 7.5 11.1 - 10.2 8.5
BOD (mg/L) 0.4 3.8 - - 2.0 3.2
SS (mg/L) 0.6 4.0 - - 2.7 2.4
水深 (m) 0.3 - 0.3 -
流速 (m3/秒) 0.4 - 0.4 -
川幅 (m) 25 - 43 -
流量 (m3/秒) 4.0 - 7.6 -

56 31 39 - 52 38
1,147 1,348 - - 2,039 4,167
1.15 2.00 - - 1.57 1.65
os βms - - βms βms

3.68 2.73 - - 2.04 2.10
天候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

気温 (℃) 30.9 31.3 31.3 31.6 29.9 31.2
水温 (℃) 23.9 26.2 25.9 26.0 23.6 26.3
透視度 (cm) >100 >100 >100 >100 >100 >100
残留塩素 (mg/L) <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1
pH 8.6 7.0 8.7 8.5 7.6 8.3
EC (ms/m) 13.2 38.2 14.0 16.7 27.3 29.3
DO (mg/L) 9.5 9.4 10.2 9.7 9.9 10.3
BOD (mg/L) 0.7 1.8 0.7 0.7 0.8 0.8
SS (mg/L) 0.7 1.3 1.1 1.4 1.1 2.5
水深 (m) 0.5 - 0.6 -
流速 (m

3
/秒) 0.8 - 0.7 -

川幅 (m) 29 - 37 -
流量 (m

3
/秒) 14.5 - 17.2 -

35 35 45 33 39 28
422 277 286 66 234 178
1.68 2.54 1.52 2.09 1.98 1.33
βms αms βms βms βms os
3.24 3.63 3.66 3.47 3.77 1.91

天候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

気温 (℃) 17.4 18.2 17.0 17.5 17.2 17.1
水温 (℃) 16.7 23.4 16.9 18.1 19.9 20.4
透視度 (cm) 55 95 >100 90 >100 >100
残留塩素 (mg/L) <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1
pH 8.9 7.3 9.1 8.5 7.9 7.4
EC (ms/m) 16.4 42.9 15.9 20.5 30.5 37.9
DO (mg/L) 10.3 7.3 10.6 9.4 10.2 8.5
BOD (mg/L) 0.9 2.1 0.9 1.5 1.3 2.5
SS (mg/L) 5.4 3.6 6.0 5.7 3.9 4.1
水深 (m) 0.3 - 0.3 -
流速 (m

3
/秒) 0.3 - 0.2 -

川幅 (m) 33 - 47 -
流量 (m

3
/秒) 4.7 - 7.2 -

32 18 19 30 30 30
768 197 493 94 837 269
1.50 2.63 1.63 1.82 2.16 1.89
os αms βms βms βms βms

1.66 2.27 2.19 2.94 2.84 2.98
天候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

気温 (℃) 5.7 14.3 14.3 13.4 13.6 8.0
水温 (℃) 8.1 20.1 9.3 12.7 17.5 15.2
透視度 (cm) >100 >100 >100 >100 >100 >100
残留塩素 (mg/L) <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1
pH 8.1 7.0 8.0 7.5 7.1 7.3
EC (ms/m) 15.9 51.2 19.1 28.1 76.3 48.1
DO (mg/L) 13.5 7.7 12.7 11.4 9.8 9.9
BOD (mg/L) 1.4 5.9 2.4 2.5 2.6 1.7
SS (mg/L) 0.9 3.2 2.1 3.3 2.6 2.1
水深 (m) 0.3 - 0.6 -
流速 (m

3
/秒) 0.2 - 0.2 -

川幅 (m) 30 - 43 -
流量 (m

3
/秒) 1.8 - 5.1 -

50 24 35 30 42 33
577 959 589 514 878 1,471
1.21 2.00 1.95 1.78 1.91 1.83
os βms βms βms βms βms

3.76 2.13 2.51 2.73 2.82 2.70
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した。底生動物の採集には 30cm 角コドラード付きサー

バーネット（採集面積 0.09m2）を用いて 1地点あたり

3回実施したが、3回分の採集物を合わせて 1試料とし

たため、採集面積 0.27 m2 あたりの個体数として表示

した。なお、出現した種の水質汚濁階級については、

東京都環境局が実施した水生生物調査６）及び森下７）

に従った。

①種類数と個体数

St.c から St.l における出現した種類数（定量及び

定性採集で採捕した種類数、各月の重複した種は計数

しない）及び個体数（定量採集で採捕した個体数）の

縦断変化を図３に示す。なお、St.d と St.d’は流芯

を挟んで対岸の位置関係にあるため、図３中には

「St.c～St.d～St.e」と「St.c～St.d’～St.e」を結

ぶそれぞれの線を表示した。

各地点における 4回の調査（St.e のみ 3回）で出現

した種類数（定量及び定性採集で採捕した種類数、4

回の調査（St.eのみ 3回）で重複した種は計数しない）

は St.c：67種類、St.d：50種類、St.d’：61種類、

St.e：61 種類、St.f：61 種類、St.l：54 種類という

結果で、出現した種類数は St.c が最も多く、St.d が

最も少なかった。各地点における平均個体数（図３の

○印）はSt.c：729個体/0.27m2、St.d：695個体/0.27m2、

St.d’：456個体/0.27m2、St.e：225個体/0.27m2、St.f:

997 個体/0.27m2、St.1 ：1,521 個体/0.27m2という結

果で、個体数については St.l が最も多く、St.e が最

も少なかった。

②水質汚濁階級ごとの出現割合

各地点における水質汚濁階級ごとの出現割合を図

２に示す。

処理水が流入する地点前後（St.c と St.d）におけ

る水質汚濁階級ごとの出現割合を比較した結果、水質

汚濁階級が os(貧腐水性：きれいな水)やβms（β中腐

水性：少し汚れた水）に該当する種は St.cで多かった

が、St.dでは少なかった。一方、水質汚濁階級がαms

（α中腐水性：汚れた水）やｐｓ（強腐水性：とても

汚れた水）に該当する種は St.c で少なかったが、St.d

では多かった。また、St.d と St.e を比較した結果、

St.e は St.d よりも水質汚濁階級が os やβms に該当

する種が多く、αmsやｐｓに該当する種が少なかった。

③汚濁指数及び多様性指数

Pantle-Buck の算定式を用いた汚濁指数及び

Shannon-Weaver の算定式を用いた多様性指数の算定

結果を表２に示す。また、St.c から St.l における汚

濁指数及び多様性指数の縦断変化を図４に示す。なお、

St.dと St.d’は流芯を挟んだ対岸の位置関係にある

図２ 各地点における水質汚濁階級ごとの出現割合
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ため、図４中には「St.c～St.d～St.e」と「St.c～

St.d’～St.e」を結ぶそれぞれの線を表示した。

各地点の汚濁指数及び多様性指数を算定した結果、

汚濁指数の平均値（図４の●印）が最も低く、多様性

指数の平均値（図４の○印）が最も高かったのは St.c

であった。St.c と St.d の汚濁指数及び多様性指数を

比較した結果、St.d は St.c よりも汚濁指数が高く、

多様性指数が低かった。また、St.d と St.e を比較し

た結果、St.e は St.d よりも汚濁指数が低く、多様性

指数は高かった。

４ おわりに

処理水が流入する地点前後における底生動物の生息

実態を調査した結果、処理水が流入した直後の St.d

では種類数が著しく減少し、水質汚濁階級がαmsやｐ

ｓに該当する種の出現割合が高くなった。また、同地

点における汚濁指数と多様性指数を比較した結果、処

理水が流入した直後に汚濁指数は高くなり、多様性指

数は低くなった。一方、St.d よりもわずか 100m 程度

下流に位置する St.eでは、個体数は減少したままだが

種類数は若干多くなり、水質汚濁階級が os やβms に

該当する種の出現割合は高くなった。以上のことから、

処理水が流入した直後の地点では、底生動物の種類数

や種構成に対する処理水の影響が認められた。しかし、

わずかな距離を流下するだけでも、河川水による希釈

効果や河川の自浄作用を受け、その影響は緩和される

と推測された。
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表３－１ 出現した底生動物（2007 年 3月） 調 査 日：平成19年3月13日～14日

採集面積：0.27ｍ2

No. 綱 目 科 種名 和名

水質汚
濁階級

St.c St.d St.d' St.f St.ｊ St.k St.l

1 ｳｽﾞﾑｼ － － Turbellaria ｳｽﾞﾑｼ綱 8 ○ ○ 125 3 14
2 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ Lumbriculidae ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科 os ○ 1
3 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ Naididae ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 αm ○ ○ ○ 1,312 288 460
4 ｲﾄﾐﾐｽﾞ Tubificidae ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 ps 7 ○
5 ｲｼﾋﾞﾙ Erpobdella lineata ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ αm 78 ○
6 Erpobdellidae ｲｼﾋﾞﾙ科 αm 4 ○ ○ 2
7 ｸﾓ ﾀﾞﾆ － Acarina ﾀﾞﾆ目 os 4 1 ○
8 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ﾐｽﾞﾑｼ Asellus hilgendorfi hilgendorfi ﾐｽﾞﾑｼ αm 157 ○ ○ 155 1
9 ﾖｺｴﾋﾞ ﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ Crangonyx floridanus ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ○ ○ 1
10 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Palaemon paucidens ｽｼﾞｴﾋﾞ os ○ ○
11 ﾇﾏｴﾋﾞ Neocaridina denticulata ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ αm ○ ○ ○
12 ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Paraleptophlebia sp. ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ属 os 16
13 ｶﾜｶｹﾞﾛｳ Potamanthus formosus ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ βm 1
14 ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera strigata ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ os ○
15 ﾋﾒｼﾛｶｹﾞﾛｳ Caenis sp. ﾋﾒｼﾛｶｹﾞﾛｳ属 βm 4 112 ○ 67 2
16 Cincticostella nigra ｸﾛﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ os 4
17 Cincticostella okumai ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ os ○
18 Drunella basalis ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ os 9 ○ ○
19 Drunella cryptomeria ﾖｼﾉﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ os 37 ○ 1
20 Drunella trispina ﾐﾂﾄｹﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ os ○ ○
21 Torleya japonica ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ os 1 ○
22 Uracanthella rufa ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ βm 120 ○ 38 ○ 3
23 ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ Ameletus sp. ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属 os ○
24 Acentrella sibirica ﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ ○ ○ 101 289 85
25 Baetiella japonica ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ os 396 49 1 ○ 239
26 Baetis chocoratus ﾄﾋﾞｲﾛｺｶｹﾞﾛｳ os 12 2 1
27 Baetis sahoensis ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ αm 3 160 7
28 Baetis thermicus ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ os 68 2 ○ 3 28
29 Baetis yoshinensis ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ os 1 1
30 Baetis sp.E Eｺｶｹﾞﾛｳ βm 31 16 ○ 1
31 Baetis sp.H Hｺｶｹﾞﾛｳ βm 4 77
32 ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ Isonychia japonica ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ os ○ ○ ○ ○
33 Ecdyonurus bajkovae ｵﾆﾋﾒﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ os ○
34 Ecdyonurus yoshidae ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ os ○ ○ 1 1 2 1
35 Epeorus latifolium ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ os 4 4 ○ 1 ○
36 Epeorus uenoi ｳｴﾉﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ os 29
37 Rhithrogena japonica ﾋﾒﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ os 1
38 Rhithrogena satsuki ｻﾂｷﾋﾒﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ os 4
39 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ Calopteryx atrata ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ βm ○ ○
40 ﾔﾝﾏ Boyeria maclachlani ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ os ○
41 Asiagomphus pryeri ｷｲﾛｻﾅｴ βm ○ ○
42 Davidius sp. ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ属 ○ ○
43 Onychogomphus viridicosta ｵﾅｶﾞｻﾅｴ βm ○ 1 ○ 1 ○ 1
44 Sieboldius albardae ｺｵﾆﾔﾝﾏ βm ○ ○ ○ ○ ○
45 ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ Chloroperlidae ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ科 os ○
46 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ Nemoura sp. ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 os 4 ○
47 Kamimuria sp. ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ属 ○ ○
48 Neoperla sp. ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属 os ○ ○ ○ ○
49 Oyamia sp. ｵｵﾔﾏｶﾜｹﾞﾗ属 os 1 ○ ○
50 Paragnetina sp. ｸﾗｶｹｶﾜｹﾞﾗ属 os 2 ○
51 Ostrovus sp. ｺｸﾞｻﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗﾓﾄﾞｷ属 os 9 ○ 1
52 Stavsolus japonicus ﾔﾏﾄｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗﾓﾄﾞｷ os 2 ○
53 Cheumatopsyche brevilineata ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ βm 1 ○ ○ 3 ○
54 Hydropsyche orientalis ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ os 43 ○ 3 1 1
55 Hydropsyche setensis ﾅｶﾊﾗｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ os 25 ○ 1
56 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ Psychomyia sp. ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 os 68 2 ○
57 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche marmorata ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ os 29 ○ 6 ○
58 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma sp. ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 os 4
59 Rhyacophila brevicephala ﾋﾛｱﾀﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ os 1 ○ 1
60 Rhyacophila nigrocephala ﾑﾅｸﾞﾛﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ os 8 ○ 1 1 1
61 Rhyacophila transquilla ﾄﾗﾝｽｸｨﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ os 1 ○ 1
62 Rhyacophila yamanakensis ﾔﾏﾅｶﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ os 1 2 ○ ○ ○
63 Rhyacophila sp. ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属 os 1
64 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Goerodes sp. ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 ○
65 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Oecetis sp. ｸｻﾂﾐﾄﾋﾞｹﾗ属 ○
66 Antocha sp. ｳｽﾊﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 os 24 2 ○ 7 ○
67 Hexatoma sp. Hexatoma属 os 1
68 Bibiocephala infuscata minor ｺｸﾛﾊﾞｱﾐｶ os 2
69 Parablepharocera esakii ｽｶｼｱﾐｶ os 1
70 ﾁｮｳﾊﾞｴ Psychoda sp. Psychoda属 ps 64
71 ﾇｶｶ Ceratopogonidae ﾇｶｶ科 os ○ 1
72 Chironomus sp. ﾕｽﾘｶ属 ps 8
73 Cladotanytarsus sp. ｴﾀﾞｹﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 αm ○ 1 ○ ○
74 Glyptotendipes sp. ｾﾎﾞﾘﾕｽﾘｶ属 ○ 4
75 Micropsectra sp. ﾅｶﾞｽﾈﾕｽﾘｶ属 αm 1 ○
76 Microtendipes sp. ﾂﾔﾑﾈﾕｽﾘｶ属 αm ○ ○ ○ ○
77 Polypedilum sp. ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 αm ○ ○ ○ 2 ○ 2
78 Rheotanytarsus sp. ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 αm 208 ○ 4 ○
79 Stictochironomus sp. ｱｼﾏﾀﾞﾗﾕｽﾘｶ属 αm ○ 1
80 Tanytarsus sp. ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 1
81 Pentaneurini ﾔﾏﾄﾋﾒﾕｽﾘｶ族 ○ 19 16 6
82 Tanytarsini ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ族 ○
83 Chironominae ﾕｽﾘｶ亜科 ps ○
84 Diamesinae ﾔﾏﾕｽﾘｶ亜科 os ○ 56 29
85 Orthocladiinae ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 100 580 ○ 1,296 3,448 1,034 1,772
86 Chironomidae pupa ﾕｽﾘｶ科 蛹 9 52 ○ 257 824 131 1,417
87 ﾌﾞﾕ Simulium sp. ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 os 84 16 1 14
88 ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ Empididae ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 1
89 ﾐｽﾞｽﾏｼ Orectochilus sp. ｵﾅｶﾞﾐｽﾞｽﾏｼ属 1
90 Zaitzeviaria sp. ﾋﾒﾂﾔﾄﾞﾛﾑｼ属 os 12
91 Elminae ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ亜科 βm 12 20 ○ 3 1
92 Eubrianax sp. ﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ属 βm 4 9 ○ ○ 2 1 1
93 Mataeopsephus sp. ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ属 βm 20 35 ○ 22 ○

注）○印は定性採集で出現した種を示す。
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表３－２ 出現した底生動物（2007 年 8月）

調 査 日：平成19年8月7日

採集面積：0.27ｍ2

No. 綱 目 科 種名 和名

水質汚
濁階級

St.c St.d St.d' St.e St.f St.l

1 ｳｽﾞﾑｼ － － Turbellaria ｳｽﾞﾑｼ綱 13 1 16 2 63 11
2 ﾏｷｶﾞｲ ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ｻｶﾏｷｶﾞｲ Physa acuta ｻｶﾏｷｶﾞｲ ps ○ ○
3 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾊﾏｸﾞﾘ ｼｼﾞﾐ Corbicula sp. ｼｼﾞﾐ属 2
4 ﾂﾘﾐﾐｽﾞ Lumbricidae ﾂﾘﾐﾐｽﾞ科 αm ○ ○
5 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ Naididae ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 αm ○
6 ｲﾄﾐﾐｽﾞ Tubificidae ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 ps ○ 4 2 ○
7 Erpobdella lineata ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ αm 6 ○ 1 ○
8 Erpobdellidae ｲｼﾋﾞﾙ科 αm 6 ○ ○ 1
9 ｸﾓ ﾀﾞﾆ － Acarina ﾀﾞﾆ目 os 6 4 6 4
10 － － Ostracoda ｶｲﾑｼ亜綱 1
11 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ﾐｽﾞﾑｼ Asellus hilgendorfi hilgendorfi ﾐｽﾞﾑｼ αm 14 ○ ○
12 ﾖｺｴﾋﾞ ﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ Crangonyx floridanus ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ 4
13 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Palaemon paucidens ｽｼﾞｴﾋﾞ os ○ ○ ○
14 Neocaridina denticulata ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ αm ○ ○
15 Paratya improvisa ﾇｶｴﾋﾞ βm ○
16 ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ Procambarus clarkii ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ αm ○ ○ ○
17 ｶﾜｶｹﾞﾛｳ Potamanthus formosus ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ βm ○ ○
18 ﾋﾒｼﾛｶｹﾞﾛｳ Caenis sp. ﾋﾒｼﾛｶｹﾞﾛｳ属 βm 17 ○ 2
19 Drunella cryptomeria ﾖｼﾉﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ os 1
20 Ephemerella imanishii ｲﾏﾆｼﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ os ○
21 Torleya japonica ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ os 2 2 ○ 2 3
22 Uracanthella rufa ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ βm 24 17 ○ 6
23 Acentrella gnom ﾐﾂｵﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ os 77 1 36 1 17 116
24 Acentrella sibirica ﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ ○ ○
25 Baetiella japonica ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ os 3 1 3
26 Baetis chocoratus ﾄﾋﾞｲﾛｺｶｹﾞﾛｳ os 2 41
27 Baetis sahoensis ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ αm 8 1 5 19 19 18
28 Baetis thermicus ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ os ○
29 Baetis yoshinensis ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ os 4
30 Baetis sp.D Dｺｶｹﾞﾛｳ βm 6 4 2
31 Baetis sp.E Eｺｶｹﾞﾛｳ βm 22 4 6 8
32 Baetis sp.H Hｺｶｹﾞﾛｳ βm 4 1 24 4 13 11
33 ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ Isonychia japonica ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ os ○
34 Ecdyonurus yoshidae ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ os 7 8 ○ 1 5 ○
35 Epeorus latifolium ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ os 7 3 8
36 Rhithrogena japonica ﾋﾒﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ os ○
37 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ Calopteryx sp. ｱｵﾊﾀﾞﾄﾝﾎﾞ属 ○ ○
38 Onychogomphus viridicosta ｵﾅｶﾞｻﾅｴ βm ○ ○ ○ ○ 2 ○
39 Sieboldius albardae ｺｵﾆﾔﾝﾏ βm ○ ○ ○ ○
40 ﾄﾝﾎﾞ Sympetrum sp. ｱｶﾈ属 ○
41 Kamimuria sp. ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ属 1 3 ○ 1
42 Oyamia sp. ｵｵﾔﾏｶﾜｹﾞﾗ属 os ○ 1
43 Paragnetina sp. ｸﾗｶｹｶﾜｹﾞﾗ属 os 1
44 ｶﾒﾑｼ ｱﾒﾝﾎﾞ Aquarius paludum paludum ｱﾒﾝﾎﾞ αm ○
45 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Protohermes grandis ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ os ○
46 Cheumatopsyche brevilineata ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ βm 11 1 13 1
47 Hydropsyche orientalis ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ os 5 7 3 3 1
48 Hydropsyche setensis ﾅｶﾊﾗｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ os 1 1
49 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ Psychomyia sp. ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 os 2 2 1
50 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche marmorata ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ os 10 ○ 25 1 1
51 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma sp. ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 os 2 2
52 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ Hydroptila sp. ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 2
53 Rhyacophila nigrocephala ﾑﾅｸﾞﾛﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ os 1
54 Rhyacophila sp. ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属 os 1
55 ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera sp. ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ属 1
56 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Goerodes sp. ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 ○
57 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Mystacides sp. ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 βm ○
58 Antocha sp. ｳｽﾊﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 os 7 4 5 1
59 Hexatoma sp. Hexatoma属 os ○
60 Tipula sp. ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 βm ○
61 Glyptotendipes sp. ｾﾎﾞﾘﾕｽﾘｶ属 23
62 Micropsectra sp. ﾅｶﾞｽﾈﾕｽﾘｶ属 αm ○ ○
63 Microtendipes sp. ﾂﾔﾑﾈﾕｽﾘｶ属 αm 1
64 Polypedilum sp. ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 αm 96 ○ 2 3 ○
65 Rheotanytarsus sp. ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 αm 12 6 ○
66 Tanytarsus sp. ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 2
67 Pentaneurini ﾔﾏﾄﾋﾒﾕｽﾘｶ族 5 ○ 9 7 5
68 Tanytarsini ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ族 4 ○
69 Chironominae ﾕｽﾘｶ亜科 ps ○ ○ 1
70 Orthocladiinae ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 6 17 ○ ○ 2 2
71 Chironomidae pupa ﾕｽﾘｶ科 蛹 ○ 7 4 2 ○ 8
72 ﾌﾞﾕ Simulium sp. ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 os 2
73 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ Dolichopodidae ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 6 ○
74 Eretes sticticus ﾊｲｲﾛｹﾞﾝｺﾞﾛｳ αm ○
75 Platambus fimbriatus ｷﾍﾞﾘﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ○
76 Zaitzevia sp. ﾂﾔﾄﾞﾛﾑｼ属 os ○ ○
77 Elminae ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ亜科 βm 10 ○ 1 3
78 Eubrianax sp. ﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ属 βm 172 19 64 7 35 ○
79 Mataeopsephus sp. ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ属 βm 4 12 ○ ○ 17

注）○印は定性採集で出現した種を示す。
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表３－３ 出現した底生動物（2007 年 10月）

調 査 日：平成19年10月16日

採集面積：0.27ｍ2

No. 綱 目 科 種名 和名

水質汚
濁階級

St.c St.d St.d' St.e St.f St.l

1 ｳｽﾞﾑｼ － － Turbellaria ｳｽﾞﾑｼ綱 ○ ○ ○
2 ﾂﾘﾐﾐｽﾞ Lumbricidae ﾂﾘﾐﾐｽﾞ科 αm ○ 1
3 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ Naididae ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 αm ○ ○
4 ｲﾄﾐﾐｽﾞ Tubificidae ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 ps ○
5 ﾋﾙ ﾋﾙ ｲｼﾋﾞﾙ Erpobdellidae ｲｼﾋﾞﾙ科 αm ○ 1
6 ｸﾓ ﾀﾞﾆ － Acarina ﾀﾞﾆ目 os 16 7 16
7 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ﾐｽﾞﾑｼ Asellus hilgendorfi hilgendorfi ﾐｽﾞﾑｼ αm ○ 1
8 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Palaemon paucidens ｽｼﾞｴﾋﾞ os ○ ○
9 ﾇﾏｴﾋﾞ Neocaridina denticulata ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ αm ○
10 ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ Procambarus clarkii ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ αm ○
11 ｶﾜｶｹﾞﾛｳ Potamanthus formosus ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ βm 1 1
12 ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera strigata ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ os ○
13 Cincticostella okumai ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ os 1
14 Ephemerella setigera ｸｼｹﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ os ○ 1
15 Uracanthella rufa ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ βm 1 1 34 9
16 Acentrella gnom ﾐﾂｵﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ os 87 5 234 33 100 82
17 Acentrella sibirica ﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ 17 3
18 Baetiella japonica ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ os ○ ○
19 Baetis sahoensis ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ αm ○ 1 96 ○
20 Baetis thermicus ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ os ○
21 Baetis yoshinensis ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ os ○
22 Baetis sp.D Dｺｶｹﾞﾛｳ βm 66 123 22 4 1
23 Baetis sp.E Eｺｶｹﾞﾛｳ βm 20 2
24 Baetis sp.H Hｺｶｹﾞﾛｳ βm 1 19
25 Baetis sp.J Jｺｶｹﾞﾛｳ βm
26 ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ Isonychia japonica ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ os 1 ○ 20 ○ 33 ○
27 Ecdyonurus yoshidae ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ os ○ ○ ○ 1
28 Ecdyonurus sp. ﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 os 1 5
29 Epeorus latifolium ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ os ○ 2 10
30 Epeorus uenoi ｳｴﾉﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ os ○
31 Rhithrogena japonica ﾋﾒﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ os ○ ○ 1
32 Rhithrogena satsuki ｻﾂｷﾋﾒﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ os 1 ○
33 Davidius sp. ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ属 ○
34 Onychogomphus viridicosta ｵﾅｶﾞｻﾅｴ βm ○ ○ ○ 1 ○
35 Sieboldius albardae ｺｵﾆﾔﾝﾏ βm ○
36 Sinogomphus flavolimbatus ﾋﾒｻﾅｴ os ○
37 Acroneuria sp. ｷｶﾜｹﾞﾗ属 os ○
38 Kamimuria sp. ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ属 ○ ○ 3
39 Neoperla sp. ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属 os ○
40 Oyamia sp. ｵｵﾔﾏｶﾜｹﾞﾗ属 os ○ ○ ○ ○ ○ ○
41 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Protohermes grandis ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ os ○
42 Cheumatopsyche brevilineata ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ βm ○ ○
43 Hydropsyche orientalis ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ os 4 1 2 2 2
44 Hydropsyche setensis ﾅｶﾊﾗｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ os 2 2
45 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche marmorata ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ os ○ ○ 1 ○ ○ ○
46 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Antocha sp. ｳｽﾊﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 os ○
47 Chironomus sp. ﾕｽﾘｶ属 ps 5 1 ○
48 Cladotanytarsus sp. ｴﾀﾞｹﾞﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 αm 1
49 Demicryptochironomus sp. ｽｼﾞｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 ○
50 Dicrotendipes sp. ﾎｿﾐﾕｽﾘｶ属 1
51 Micropsectra sp. ﾅｶﾞｽﾈﾕｽﾘｶ属 αm ○
52 Microtendipes sp. ﾂﾔﾑﾈﾕｽﾘｶ属 αm 1
53 Polypedilum sp. ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 αm 34 1 1 64 53
54 Potthastia sp. ｻﾜﾕｽﾘｶ属 4
55 Rheotanytarsus sp. ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 αm 44 1 1 16
56 Pentaneurini ﾔﾏﾄﾋﾒﾕｽﾘｶ族 3 1 34 4
57 Orthocladiinae ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 534 73 53 10 256 43
58 Chironomidae pupa ﾕｽﾘｶ科 蛹 25 33 32 3 193 ○
59 ﾌﾞﾕ Simulium sp. ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 os ○
60 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ Elminae ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ亜科 βm ○ ○ 9
61 Eubrianax sp. ﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ属 βm 1 5 ○ 5 2
62 Mataeopsephus sp. ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ属 βm 2 ○ 2 4 1

注）○印は定性採集で出現した種を示す。

ﾄﾋﾞｹﾗ ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ

ﾊｴ
ﾕｽﾘｶ

ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ

ﾄﾝﾎﾞ ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ

ｶﾜｹﾞﾗ ｶﾜｹﾞﾗ

ｺｳﾁｭｳ
ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ

昆虫

ﾐﾐｽﾞ ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ

甲殻
ｴﾋﾞ

ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ

ｺｶｹﾞﾛｳ

ｶｹﾞﾛｳ



- 120 -

東京都環境科学研究所年報 2008

表３－４ 出現した底生動物（2007 年 12月）
調 査 日：平成19年12月11日

採集面積：0.27ｍ
2

No. 綱 目 科 種名 和名

水質汚
濁階級

St.c St.d St.d' St.e St.f St.l

1 ｳｽﾞﾑｼ － － Turbellaria ｳｽﾞﾑｼ綱 1 ○ 5 1 6 31
2 ﾏｷｶﾞｲ ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ｻｶﾏｷｶﾞｲ Physa acuta ｻｶﾏｷｶﾞｲ ps ○ ○
3 ﾂﾘﾐﾐｽﾞ Lumbricidae ﾂﾘﾐﾐｽﾞ科 αm ○
4 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ Naididae ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 αm 379 56 118 238 118
5 ｲﾄﾐﾐｽﾞ Tubificidae ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 ps
6 Erpobdella lineata ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ αm ○
7 Erpobdellidae ｲｼﾋﾞﾙ科 αm 8 2 ○ 1
8 ｸﾓ ﾀﾞﾆ － Acarina ﾀﾞﾆ目 os 6 12 24 8
9 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ﾐｽﾞﾑｼ Asellus hilgendorfi hilgendorfi ﾐｽﾞﾑｼ αm 2 7 ○ 1
10 ﾖｺｴﾋﾞ ﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ Crangonyx floridanus ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ○
11 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Palaemon paucidens ｽｼﾞｴﾋﾞ os ○ ○
12 ﾇﾏｴﾋﾞ Neocaridina denticulata ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ αm ○
13 ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Choroterpes altioculus ﾋﾒﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ βm 6
14 ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera strigata ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ os ○
15 Cincticostella okumai ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ os 2
16 Drunella basalis ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ os 28 2
17 Torleya japonica ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ os ○
18 Uracanthella rufa ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ βm 19 ○ 1 17
19 ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ Ameletus sp. ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属 os ○ ○
20 Acentrella gnom ﾐﾂｵﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ os 137
21 Acentrella sibirica ﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ 153 1 4 122 24
22 Baetiella japonica ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ os 11 8 5 14
23 Baetis chocoratus ﾄﾋﾞｲﾛｺｶｹﾞﾛｳ os 12 9
24 Baetis sahoensis ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ αm ○ ○ 1 13 77 11
25 Baetis thermicus ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ os 23 4
26 Baetis yoshinensis ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ os 6
27 Baetis sp.D Dｺｶｹﾞﾛｳ βm ○ 2
28 Baetis sp.E Eｺｶｹﾞﾛｳ βm 17 1
29 Baetis sp.H Hｺｶｹﾞﾛｳ βm 2 1 68
30 Baetis sp.J Jｺｶｹﾞﾛｳ βm 1
31 ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ Isonychia japonica ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ os 8 3 1 1 ○
32 Ecdyonurus yoshidae ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ os 6 1 4 2 ○ 1
33 Epeorus ikanonis ﾅﾐﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ os 3 8
34 Epeorus latifolium ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ os 27 ○ 4
35 Epeorus uenoi ｳｴﾉﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ os ○
36 Rhithrogena japonica ﾋﾒﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ os 2 ○
37 Rhithrogena satsuki ｻﾂｷﾋﾒﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ os 5 ○
38 Anisogomphus maacki ﾐﾔﾏｻﾅｴ βm ○
39 Onychogomphus viridicosta ｵﾅｶﾞｻﾅｴ βm ○ ○ ○ 1
40 Sieboldius albardae ｺｵﾆﾔﾝﾏ βm ○
41 ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ Chloroperlidae ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ科 os 6 8 ○
42 Acroneuria sp. ｷｶﾜｹﾞﾗ属 os ○
43 Kamimuria sp. ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ属 ○ ○
44 Neoperla sp. ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属 os 1 8 1
45 Oyamia sp. ｵｵﾔﾏｶﾜｹﾞﾗ属 os 1 ○ ○ ○
46 ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ Isoperla sp. ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗﾓﾄﾞｷ属 os 8
47 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Protohermes grandis ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ os ○
48 Cheumatopsyche brevilineata ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ βm 1 4
49 Hydropsyche orientalis ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ os 25 ○ 1 4 14
50 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche marmorata ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ os 6 2 1 ○
51 Rhyacophila brevicephala ﾋﾛｱﾀﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ os 4
52 Rhyacophila nigrocephala ﾑﾅｸﾞﾛﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ os ○ 4 1 ○ 1
53 Rhyacophila transquilla ﾄﾗﾝｽｸｨﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ os ○ 1 5 1 17 ○
54 Rhyacophila sp. ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属 os 1
55 ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ Apatania sp. ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 βm 2 ○ 1 ○
56 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Goerodes sp. ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 ○
57 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Mystacides sp. ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 βm ○
58 Antocha sp. ｳｽﾊﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 os 15 10 4
59 Hexatoma sp. Hexatoma属 os 1 1 3 ○
60 Cryptochironomus sp. ｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 αm 8 8 ○ ○
61 Glyptotendipes sp. ｾﾎﾞﾘﾕｽﾘｶ属 ○ ○ ○ 3
62 Micropsectra sp. ﾅｶﾞｽﾈﾕｽﾘｶ属 αm 4
63 Microtendipes sp. ﾂﾔﾑﾈﾕｽﾘｶ属 αm ○ 17 4 ○
64 Polypedilum sp. ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 αm ○ 9 ○ 4 4
65 Rheotanytarsus sp. ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 αm ○ 18 ○ 4 8
66 Pentaneurini ﾔﾏﾄﾋﾒﾕｽﾘｶ族 1 11 10 8 4 42
67 Tanytarsini ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ族 4 4
68 Orthocladiinae ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 120 360 318 199 262 653
69 Chironomidae pupa ﾕｽﾘｶ科 蛹 34 108 99 89 62 292
70 ﾌﾞﾕ Simulium sp. ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 os 16 37 6 42 9
71 ﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ Suragina caerulescens ｸﾛﾓﾝﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ βm ○
72 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ Dolichopodidae ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 1
73 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ Elminae ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ亜科 βm 8 ○ 8 8
74 Eubrianax sp. ﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ属 βm 2 ○ 3 5 2
75 Mataeopsephus sp. ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ属 βm ○ ○ 2 2

注）○印は定性採集で出現した種を示す。
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